












●積極的な学校再編計画の推進
●健康・安全安心のための環境整備
●魅力ある学校給食の実現
●保護者負担経費軽減策の充実
●放課後児童クラブの充実

●子ども・学校支援事業の実践
●若者の活躍と市民活動への参加促進
●社会教育計画の再構築
●特色ある図書館運営の推進
●文化財の保護と積極的な活用

●インクルーシブ教育の推進
●不登校支援体制の充実
●スクールライフサポートの充実
●ライフ・スタディサポートの推進

●学校経営の在り方と
主体的な予算編成の検討
●学校のＤＸ化の促進
●「幼保小の架け橋プログラム」の導入
●新たな部活動の在り方の検討

●授業改善の実践
●教育支援体制の充実
●特色ある学校づくりの推進

教育施策の の柱
わたしたちは

「ひびきあう教育」
の理念のもとに

●子どもたち
ひとりひとりの

をめざします

●家庭・学校・地域の
「しあわせ」のために

「しあわせをはぐくむ教育」のまち海老名
海老名市教育大綱 

目標

基本的な考え方 

計画期間

 ４年間（令和５年４月から令和９年３月まで） 

海老名市教育大綱 

教育委員会 

●ひびきあう教育 

●えびなっ子しあわせプラン 

教育施策の５つの柱

総合計画 

●基本構想 

●基本計画 

●実施計画 

即する 

教育振興基本計画 

参酌 

「しあわせをはぐくむ教育」のまち海老名

●子どもたちひとりひとりの 
をめざします 

●家庭・学校・地域の

わたしたちは「ひびきあう教育」の理念のもとに 

計画の位置づけ

(案)

（別紙）新教育大綱（案）



① 学校経営の在り方と主体的な予算編成の検討 …【教育支援課】 

   学校教育目標を軸に、地域に根差した特色ある学校づくりを目指し、海老名の子どもの豊かな「学び」と「育ち」を保障

するために、各校の校長の裁量権を拡大し、効果的な学校予算編成を行うとともに、持続可能な枠組みの在り方を研究しま

す。

② 学校のＤＸ化の促進 …【就学支援課・教育支援課】 

校務の IT 化をさらに進めるとともに、子ども一人ひとりに合った教育や指導を行うために、学校教育活動のあらゆる場

面で１人１台端末の活用を進めます。授業ではデジタル教材や MEXCBT を使い、個人に合わせた学習や協働的な学びに活用

します。また、保護者へのメールサービス「SumaMachi」を活用し、学校の様々な連絡事項や不審者情報などを即時提供し

ます。 

③ 「幼保小の架け橋プログラム」の推進 …【教育支援課】 

小学校、幼稚園、保育園等が連携し、架け橋期（５歳児から小学校１年生の２年間）の一人一人の多様性に配慮した上で

全ての子どもに学びや生活の基盤を育むことを目指し、スタートカリキュラムを全小学校で研究・推進していきます。

④ 新たな部活動の在り方の検討 …【教育支援課】 

持続可能な部活動のあり方と生徒の部活動の充実の観点から、学校や地域の実態に応じて、各団体・保護者・民間事業者

等の協力のもと、学校と地域が協働・融合した形での地域における部活動環境整備を進めます。

① インクルーシブ教育の推進 …【教育支援課】 

   個別の教育支援計画の作成等を通じた教育的ニーズの適切な把握をもとに、すべての子どもたちひとりひとりの多様性に

対応した、学びやすい環境、わかりやすい授業、安全で安心できる居場所を目指します。

② 不登校支援体制の充実 …【教育支援課】 

   スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用推進や、校内別室支援体制の充実等による不登校の未然防止

を図ります。また、不登校の子どもたちが安心して過ごすことができる多様な学びの場の拡充を官民協働で進めていきます。

③ スクールライフサポートの充実 …【就学支援課】 

   経済的な理由で就学困難な家庭に対し、学用品費や給食費、校外活動費、修学旅行費など、学校生活に必要な費用の一部

を援助し、保護者の経済的負担の軽減を図ります。

④ ライフ・スタディサポートの推進 …【学び支援課】 

   生活困窮世帯に属する中学生に対し、学習支援や生活支援、進学に関する支援を実施することで、子どもの高等学校等へ

の進学や社会的自立を促し、貧困の連鎖を防止します。

① 授業改善の実践 …【教育支援課】 

「主体的・対話的で深い学び」を追求するために、市内教員がその視点からの学習過程を見直し、小中接続の観点から

も、ともに授業を工夫・改善していく取組を推進します。また、個別最適な学びと協働的な学びを実現するために、１人１

台端末の各教科等の指導における効果的な活用方法等について研究します。 

② 教育支援体制の充実 …【教育支援課】 

すべての子どもを対象とした教育支援体制の構築についての研究・協議を進めてまいります。また、個別の教育支援計

画シートの有効活用、不登校の子どもたちへの多様な学習支援、いじめ問題への具体的な対応策の拡充等について研究して

まいります。

事業概要 ③ 特色ある学校づくりの推進 …【教育支援課】 

「特色ある教育活動」実践に向けたカリキュラムマネジメントを展開できるようにするため、「教育課程編成」「地域と

の連携協働」等について研究し、具体的な取組みにつなげてまいります。

① 子ども・学校支援事業の実践 …【学び支援課】 

えびなっ子スクールやあそびっ子クラブ等の実施を通して、学校と地域の連携を図り、地域ぐるみで子どもたちのしあ

わせを育みます。また、学校応援団が地域の力を引き出すことで、子どもたちと地域が共に成長できる社会を目指します。

② 若者の活躍と市民活動への参加促進 …【学び支援課】 

次世代の担い手である中・高校生や大学生を中心に自分たちがやりたいこと、住みたいまちの実現に向けた探究活動の

場の提供や、地域及び学校の事業に次世代のメンターとして関わりを持つことで、若者の活躍と市民活動への参加促進を目

指します。

③ 社会教育計画の再構築 …【学び支援課】 

社会教育関係団体の連携や地域での社会教育活動の充実、学習機会の充実を図ることにより、地域の大人が子どもたち

への関わりを通してより強いつながりをもち、子どもと大人がともに育つ社会の構築を目指します。

④ 特色ある図書館運営の推進 …【学び支援課】 

中央図書館は「新しい学びが見つかる空間」として、有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンターは「学びとコミュニ

ティの空間」として、それぞれの立地条件や地域の特性を生かした運営を行うことで、様々な人々が集う知の拠点を目指

します。

⑤ 文化財の保護と積極的な活用 …【教育総務課】 

市内に存する文化財のうち重要なものについて、市指定重要文化財や市登録文化財として保存を進め、次世代に引き継ぎ

ます。また、国史跡相模国分寺跡・尼寺跡の公有地化を行い、保存活用を進めます。歴史資料等のデジタル化や「相模国分

寺跡あそびのひろば」の開催など、積極的に文化財を活用し、市内外に海老名の歴史文化財を伝えます。

① 積極的な学校再編計画の推進 …【教育総務課】 

「持続可能」で子どもたちにとって「夢」のある学校の実現に向けた施設整備を進めるため、児童生徒の人口推計を的確

にとらえながら、新築、統合及び一貫校化を含めた積極的な学校再編の方向性を、海老名市学校施設再整備計画の見直しに

あわせて、再整備計画に反映します。

② 健康・安全安心のための環境整備 …【教育総務課・就学支援課】 

老朽化した樹木の伐採及び剪定、校舎及び屋内運動場のＬＥＤ化、庁内他課との連携による健康管理データの活用、青

色パトロール車による巡回パトロール等を通して、子どもがいきいきと学べる学習環境・のびのびと生活できる生活環境を

整備します。

③ 魅力ある学校給食の実現 …【就学支援課】 

学校給食献立コンテストの優秀作品の献立化等、子どもたちが食べたいと思う、魅力的かつ安全安心な給食の提供に努

め、海老名の子どもたち一人ひとりの「おいしい笑顔」の実現を目指します。

④ 保護者負担経費軽減に対する取組みの充実 …【就学支援課、教育支援課】 

使用頻度の低い彫刻刀や柔道着の購入費や小学校１年生及び中学校１年生の教材費の公費負担、中学校ジャージのコン

ペティション等を行うなど、「海老名市保護者負担経費の在り方についての方針」に基づく、保護者負担経費の更なる適正

化を図ります。

⑤ 放課後児童クラブの充実 …【学び支援課】 

学童保育クラブの「質」及び「定員」の充実を図ることで、子どもたちに安全に放課後を過ごすことができる場を提供

し、保護者が安心して子どもをあずけることができる環境を整備します。
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に取り組みます教育施策の3つの柱
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の推進
●授業改善の実践
●教育支援体制の充実
●特色ある学校づくりの推進
●学校の働き方改革を踏まえた部活動改革

子どもと大人がともに学ぶ
生涯学習の充実
●子ども・学校支援事業の実践
●子どもと大人がともに学ぶ社会教育計画
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●生涯学習講座の充実
●「ひろがる・つながる・みんなの図書
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子育て環境の充実
●「持続可能」で「夢」のある学校施設整備
●健康・安全安心のための環境整備
●学校給食のあり方の検討
●義務教育に係る公費負担のあり方の検討
●放課後児童クラブ（学童保育）の充実

海老名市教育大綱 

目標

基本的な考え方 

取り組み

計画期間

 ４年間（平成 31 年４月から令和５年３月まで） 

計画の位置づけ

「しあわせをはぐくむ教育」のまち海老名

わたしたちは「ひびきあう教育」の理念のもとに 

●「子どもたち」の 

●「家庭・学校・地域」の   

１ 「えびなっ子しあわせプラン」の推進 

２ 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実 

３ 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実 

教育施策の 3つの柱

海老名市教育大綱 

子どもたちの今と将来のしあわせのための教育 

教育委員会 

●ひびきあう教育 

●えびなっ子しあわせプラン 

子どもと大人がともに成長する社会

家庭・学校・地域のためのよりよい環境づくり

総合計画 

●基本構想 

●基本計画 

●実施計画 

即する 

教育振興基本計画 

参酌 

しあわせをめざします

現行の大綱 （別紙）現教育大綱



事業概要

１ 「えびなっ子しあわせプラン」の推進 

① 授業改善の実践・・・【教育支援課】 

子どもたちひとりひとりの学びを保障するべく多様な学びの場と指導・

支援方法の実践により、「主体的・対話的で深い学び」を追求し、授業改善

を継続します。 

   また、今日的な教育課題である、プログラミング教育、外国語教育、キ

ャリア教育などを実践し、学校 ICT を有効に活用します。 

さらに、市教育委員会として、実践のために必要な学校へのサポートを行

います。（予算確保や環境整備、教職員向けの研修など） 

② 教育支援体制の充実・・・【教育支援課】 

   「多様な支援体制と学校体制のあり方の研究」を実施し、不登校、いじ

め問題への具体的な対応策を拡充します。 

また、支援計画の作成や環境整備により、すべての子どもを対象とした 

支援教育を実践します。 

さらに、人材の活用を広げつつ、教育支援のためのチーム体制を整えます。 

③ 特色ある学校づくりの推進・・・【教育支援課・学び支援課】 

   各学校が特色ある教育活動を実践し、改善のための研究を行います。 

そのため、家庭・地域と連携・協働した学校運営を進めます。 

また、中学校区ごとのコミュニティ・スクールへ移行するための研究を 

行うとともに、地域から支援され応援される学校づくりをめざします。 

④ 学校の働き方改革を踏まえた部活動改革・・・【就学支援課・教育支援課】 

   令和５年度からの地域部活動への移行に向けて、海老名市のよりよい部

活動のあり方について検討・協議します。 

２ 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実 

① 子ども・学校支援事業の実践 ・・【学び支援課】 

  学校応援団や保護者、地域の協力により、えびなっ子スクールの通年実施

や授業支援等、更なる子ども・学校支援の充実を図ります。 

② 子どもと大人がともに学ぶ社会教育計画の再構築・・・【学び支援課】 

  学校応援団等、これまでの「学校を中心とした社会教育」に加え、「スポ

ーツ」や「文化芸術」等を含む社会教育への再構築に向け、「社会教育計画

の見直し」を行い、子どもを中心とした社会教育の更なる充実を図ります。 

③ 生涯学習講座の充実 

広く市民の学びの場、交流の場として、市民講座「まな BINA」の充実を

図ります。また、市民講座「まな BINA」の分かりやすい情報提供に取り組

んでまいります。 

④ 「ひろがる・つながる・みんなの図書館」への進化・・・【学び支援課】 

  市立図書館としての一体性を維持しつつ、中央図書館は利便性の高い図書

館として、有馬図書館はリニューアル工事に併せてコミュニティセンターと

の複合施設として、「学び」と「コミュニティ」の拠点へと進化します。 

⑤ 相模国分寺跡等、文化財の積極的な活用・・・【教育総務課】 

相模国分寺跡等、文化財の保存・整備・活用とともに、歴史資料のデジタ

ル化を進め、文化財を本市の魅力の一つとして市内外に情報発信します。 

３ 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実 

① 「持続可能」で「夢」のある学校施設整備・・・【教育総務課、就学支援課】 

  学校施設再整備計画に基づき、「学区再編」や施設の「増築、大規模改修、

長寿命化改修」を行うとともに、施設の「ユニバーサルデザイン化」「木質化」

を進める等、「持続可能」で「夢」のある学校施設整備を計画的に進めます。 

② 健康・安全安心のための環境整備・・・【教育総務課、就学支援課】 

子どもがいきいきと学べる学習環境と子どもがのびのびと生活できる生

活環境を整備します。 

◆ 0 歳から一貫した子育て支援を行うため、小中学校に健康管理システ 

ムを導入します。 

◆ 老朽化した樹木の剪定や教室の扉等、室内ガラスへの飛散防止フィル

ムの設置により、安心できれいな居心地のよい学校づくりを進めます 

◆ 下校時の更なる安全確保のため、巡回パトロールの強化を図ります。 

③ 学校給食のあり方の検討・・・【就学支援課】 

今後の小中学校の給食のあり方や施設整備のあり方について検討を進め

ます。 

④ 義務教育に係る公費負担のあり方の検討・・・【就学支援課】 

  義務教育に係る保護者負担の軽減と学校徴収についての検討を進めると

ともに、今後の修学旅行のあり方について検討を進めます。 

⑤ 放課後児童クラブ（学童保育）の充実・・・【学び支援課】 

  学童保育クラブの「質」及び「定員」の充実を図ることで、子どもたちに

安全に放課後を過ごすことができる場を提供し、保護者が安心して子どもを

あずけることができる環境を整備します。 

（別紙）現教育大綱




























